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文京学院大学総合研究所（所長：伊藤英夫人間学部教授）は、本学専任教員の学術に関する研究ならびに教

育の支援を主たる目的とし、これまで、教員の共同研究の推進や出版の助成などの活動を展開してきました。

この度、文京学院大学総合研究所叢書の第 4 巻として、18 名の本学教員が各分野の専門家としてコミュニケー

ションの意味と技法について執筆した『対人援助のためのコミュニケーション学-実践を通じた学際的アプロー

チ-』を 2019年 3 月 15日（金）に発行いたします。 
 

 本書の概要                                                     

私たちの暮らしの中には多くの支援を必要とする乳幼児、障害児・者、病児・者、

高齢者、外国人、被災者、社会的マイノリティなど様々な人々がいて、誰もが、援

助者・要援助者となりえます。人が人に対して組織的、系統的に援助を行うことを

対人援助といい、対人援助が行われるフィールドは、保育・教育機関、医療・保健

機関、福祉施設、大学などの他に、国内にとどまらず、途上国や被災地での活動も

含まれます。 

そして、対人援助に必要なコミュニケーションには、「関係性構築のためのコミ

ュニケーション」と「支援に必要なコミュニケーション」があります。「関係性構

築のためのコミュニケーション」とは、いわゆる対人関係に必要なコミュニケーシ

ョンであり、「支援に必要なコミュニケーション」とは、支援を必要としている人々

が安心して支援を受けることができるためのコミュニケーションです。 

本書では、子どもへの支援、障害のある人への支援、医療現場での支援、高齢者

支援、社会的マイノリティへの支援、災害支援において、それぞれの現場で活躍す

る本学教員 18名が専門家として「対人援助に必要なコミュニケーション」を述べ

ています。 

 

 本書のねらい                                             

本学は、外国語学部、経営学部、人間学部、保健医療技術学部の 4学部を擁し、各学部において「コミュニケ

ーション力」を様々なカリキュラムで育みながら、対人援助職の養成を行っています。 

現代社会において、支援者と要支援者という立場は存在しますが、一方ではその両者が互いに協力し合って生

活し、社会を作り上げていく必要があります。このような社会を目指すためにも、対人援助という場面で、専門

職として何ができるのか、そのためにはどのようなコミュニケーションが必要なのかという問いに、それぞれの

専門家の立場から切り込んでいくのが本書のねらいです。 

本書では、明確で実践的な知識を提供するという目的のもと、「問題の発見→調査→分析→検証の方法」を示

して、実践例を紹介しました。実践例を具体的に紹介することにより、対人援助の多様性と共通性という両面か

らの期待に応えられる書籍となっています。 

文京学院大学総合研究所では、今後も本学教員の研究分野をベースに、社会に資する内容の研究書を刊行して

まいります。 
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「自立と共生」の理念を基に養う実践力 
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＜文京学院大学について＞ 

1924年、創立者島田依史子が島田裁縫伝習所を文京区に開設。建学の精神「自立と共生」のもと、先進的な教育環境

を整備し、現在は、東京都文京区、埼玉県ふじみ野市にキャンパスを置いています。外国語学部、経営学部、人間学

部、保健医療技術学部、大学院に約 5,000 人の学生が在籍する総合大学です。学問に加え、留学や資格取得、インタ

ーンシップなど学生の社会人基礎力を高める多彩な教育を地域と連携しながら実践しています。 

 
【文京学院大学 概要】 

学校名：  文京学院大学 

代表者：  学長 工藤秀機 

所在地：  本郷キャンパス 東京都文京区向丘 1-19-1 

ふじみ野キャンパス 埼玉県ふじみ野市亀久保 1196 

学 部：    外国語学部、経営学部、人間学部、保健医療技術学部 

U R L：  https://www.u-bunkyo.ac.jp/ 
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